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太陽光発電設備

				別添１－１　導入量算出表〈太陽光発電設備〉  （この導入量算出表を使用する場合には下記(注)を参照すること） シヨウ バアイ



				施設名： シセツメイ



				〈平時〉 ヘイジ

				A. 施設の稼働日数

						1週間の稼働日数：				日 ニチ

						1年間の稼働日数： ネン				日 ニチ





				B. 施設全体の使用電力量 シセツ ゼンタイ シヨウ デンリョク リョウ

						施設全体の年間使用電力量： ネンカン								kWh		※直近1年間、または3年間の平均の施設の年間使用電力量を記入し、
 　数値の根拠資料を添付すること カン ヘイキン ネンカン

						省エネ設備導入による
年間使用電力削減量： ネンカン サクゲン								kWh		※省エネ設備を導入しない場合は、"0"と記入すること ドウニュウ バアイ キニュウ

						省エネ設備導入後の
施設全体の年間使用電力量： ショウ ネンカン				0.0				kWh





				〈災害時〉 サイガイ ジ

				A. 特定負荷表（※災害時に使用を想定している機器を記入すること）

						昼間（●●:●●～●●:●●） ヒル カン										時間 ジカン		夜間（●●:●●～●●:●●） ヨル カン										時間 ジカン

作成者: 想定している「昼間」と「夜間」の時間帯を記入すること		×		昼間と夜間の時間の合計が24時間であるか ヒルマ ヤカン ジカン ゴウケイ ジカン

						部屋（エリア）名 ヘヤ メイ		機器名 キキ メイ		数量 スウリョウ		消費
電力
[W] ショウヒ デンリョク		使用
時間
[h] シヨウ ジカン		消費
電力量
[kWh] ショウヒ デンリョクリョウ		部屋（エリア）名 ヘヤ メイ		機器名 キキ メイ		数量 スウリョウ		消費
電力
[W] ショウヒ デンリョク		使用
時間
[h] シヨウ ジカン		消費
電力量
[kWh] ショウヒ デンリョクリョウ

																0.000				

作成者: 補助対象設備に省エネ設備が含まれる場合は、必ずリストアップすること								

作成者: 想定している「昼間」と「夜間」の時間帯を記入すること		0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

						※適宜、行を追加すること								(あ)		0.000										(い)		0.000





				〈再エネ・蓄電池の導入量の目安〉

				A. 特定負荷を賄うために必要な再エネ規模の目安 トクテイ フカ マカナ ヒツヨウ サイ キボ メヤス								(う)＝（(あ)+(い)）×365日
　　　　÷　(8,760（年間時間）×0.137（設備利用率）) ネン�� ��! ��+ 										(う)		0.0		kW

				B. 自家消費できる再エネ規模の目安 ジカ ショウヒ サイ キボ メヤス								(え)＝省エネ設備導入後の施設全体の年間使用電力量
　　　　÷　（8,760（年間時間）×0.137（設備利用率））										(え)		0.0		kW

				C. 特定負荷を賄うために必要な蓄電池容量の目安 トクテイフカ マカナ ヒツヨウ チクデンチ ヨウリョウ メヤス								(お)＝（(あ)+(い)）÷0.8（20%の充電ロス）										(お)		0.0		kWh

				D. 災害時における蓄電池の稼働必要日数 サイガイ ジ チクデンチ カドウ ヒツヨウ ニッスウ								※記入する日数が地域防災計画又は地方公共団体との協定等
と整合性が取れていることを確認すること
（特に記載がなければ、1日と記入すること） キニュウ ニッスウ セイゴウセイ ト カクニン トク キサイ ニチ キニュウ										(か)				日 ニチ

				E. 自家消費分を賄える蓄電池容量の目安 ジカ ショウヒ ブン マカナ チクデンチ ヨウリョウ メヤス								(き)＝省エネ設備導入後の施設全体の年間使用電力量
　　　　÷365日 ニチ										(き)		0.0		kWh



				F. 再エネ導入量の目安 ドウニュウ								(く)＝(う) ～ (え)						(く)		0.0		～		0.0		kW

				G. 蓄電池容量の目安 チクデンチ ヨウリョウ								(け)＝((お)×(か)) ～ (き)						(け)		0.0		～				kWh





				〈本補助事業で導入する再エネ・蓄電池の規模・容量〉 ホンホジョジギョウ ドウニュウ キボ ヨウリョウ

				A. 本補助事業で導入する再エネの規模 サイ キボ						※(く)の範囲内とすること												(こ)				kW



										(こ)の規模における年間推定発電量
※シミュレーション結果など、根拠資料を添付すること キボ ケッカ コンキョシリョウ テンプ												(さ)				kWｈ



										同施設に導入済みの再エネの規模
※新規に導入する場合は"0"と記入すること キボ												(し)				kW



				B. 本補助事業で導入する蓄電池の容量 チクデンチ ヨウリョウ						　　※(け)の範囲内とすること												(す)				kWｈ



										同施設に導入済みの自家発電設備の出力
※自家発電設備が無い場合は"0"と記入すること ジカハツデンセツビ シュツリョク ナ												(せ)				kW



				C. 備考（特に無ければ記載不要） ビコウ トク ナ



				※太陽光発電にあわせて、その他の発電設備を導入する場合は、「太陽光以外の発電設備」のシートにも記入すること



				(注)下記①～③の組合せの場合にこの導入量算出表を使用すること チュウ カキ クミアイ バアイ ドウニュウ リョウ サンシュツ ヒョウ シヨウ

				①太陽光発電設備と定置型蓄電池 テイチ ガタ チクデンチ

				②太陽光発電設備と車載型蓄電池 シャサイ

				③太陽光発電設備と定置型蓄電池+車載型蓄電池

				※③で車載型蓄電池から特定負荷に給電しない場合は定置型蓄電池のみの蓄電池容量とする トクテイ フカ キュウデン バアイ チクデンチ ヨウリョウ

				※ただし③で車載型蓄電池から特定負荷に給電する場合の車載型蓄電池容量は別添１－３を使用すること シャサイ ガタ チクデンチ ヨウリョウ ベッテン シヨウ





太陽光以外の発電設備

				別添１－２　導入量算出表〈太陽光以外の発電設備〉   （この導入量算出表を使用する場合には下記(注)を参照すること）



				施設名： シセツメイ



				〈平時〉 ヘイジ

				A. 施設の稼働日数

						1週間の稼働日数：				日 ニチ

						1年間の稼働日数： ネン				日 ニチ





				B. 施設全体の使用電力量 シセツ ゼンタイ シヨウ デンリョク リョウ

						施設全体の年間使用電力量： ネンカン								kWh		※直近1年間、または3年間の平均の施設の年間使用電力量を記入し、
 　数値の根拠資料を添付すること カン ヘイキン ネンカン

						省エネ設備導入による
年間使用電力削減量： ネンカン サクゲン								kWh		※省エネ設備を導入しない場合は、"0"と記入すること ドウニュウ バアイ キニュウ

						省エネ設備導入後の
施設全体の年間使用電力量： ショウ ネンカン				0.0				kWh





				〈災害時〉 サイガイ ジ

				A. 特定負荷表（※災害時に使用を想定している機器を記入すること）

						昼間（●●:●●～●●:●●） ヒル カン										時間 ジカン		夜間（●●:●●～●●:●●） ヨル カン										時間 ジカン

作成者: 想定している「昼間」と「夜間」の時間帯を記入すること		×		昼間と夜間の時間の合計が24時間であるか ヒルマ ヤカン ジカン ゴウケイ ジカン

						部屋（エリア）名 ヘヤ メイ		機器名 キキ メイ		数量 スウリョウ		消費
電力
[W] ショウヒ デンリョク		使用
時間
[h] シヨウ ジカン		消費
電力量
[kWh] ショウヒ デンリョクリョウ		部屋（エリア）名 ヘヤ メイ		機器名 キキ メイ		数量 スウリョウ		消費
電力
[W] ショウヒ デンリョク		使用
時間
[h] シヨウ ジカン		消費
電力量
[kWh] ショウヒ デンリョクリョウ

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

						※適宜、行を追加すること								(あ）		0.000										(い)		0.000





				〈導入する発電設備の規模の考え方〉 ハツデンセツビ キボ カンガ カタ



















				〈本補助事業で導入する発電設備の規模〉 ホンホジョジギョウ ドウニュウ ハツデンセツビ キボ

				A. 本補助事業で導入する再エネの規模 サイ キボ						※上記の考え方に基づき、合理的な規模を選定すること ジョウキ カンガ カタ モト ゴウリテキ キボ センテイ												(う)				kW



										同施設に導入済みの再エネの規模
※新規に導入する場合は"0"と記入すること キボ												(え)				kW



				B. 本補助事業で導入する蓄電池の容量 チクデンチ ヨウリョウ						※上記の考え方に基づき、合理的な規模を選定すること
※本補助事業で蓄電池を導入しない場合は"0"と記入すること ジョウキ カンガ カタ モト ゴウリテキ キボ センテイ チクデンチ ドウニュウ												(お)				kWｈ



										同施設に導入済みの自家発電設備の出力
※自家発電設備が無い場合は"0"と記入すること ジカハツデンセツビ シュツリョク ナ												(か)				kW



				C. 備考（特に無ければ記載不要） ビコウ トク ナ





				(注)下記①～③の組合せの場合にこの導入量算出表を使用すること

				①太陽光以外の発電設備と定置型蓄電池 テイチ ガタ チクデンチ

				②太陽光以外の発電設備と車載型蓄電池 シャサイ

				③太陽光以外の発電設備と定置型蓄電池+車載型蓄電池

				※③で車載型蓄電池から特定負荷に給電しない場合は定置型蓄電池のみの蓄電池容量とする トクテイ フカ キュウデン バアイ チクデンチ ヨウリョウ

				※ただし③で車載型蓄電池から特定負荷に給電する場合の車載型蓄電池容量は別添１－３を使用すること ベッテン







車載型蓄電池

		別添１－３　導入量算出表〈車載型蓄電池〉  （この導入量算出表を使用する場合には下記(注)を参照すること） シャサイ ガタ チクデンチ



		施設名： シセツメイ



		〈平時〉 ヘイジ

		A. 施設の稼働日数

				1週間の稼働日数：				　　　		日 ニチ

				1年間の稼働日数： ネン						日 ニチ





		〈災害時〉 サイガイ ジ

		A. 特定負荷表（※災害時に使用を想定している機器を記入すること）

				昼間（●●:●●～●●:●●） ヒル カン										時間 ジカン		夜間（●●:●●～●●:●●） ヨル カン										時間 ジカン

作成者: 想定している「昼間」と「夜間」の時間帯を記入すること

				部屋（エリア）名 ヘヤ メイ		機器名 キキ メイ		数量 スウリョウ		消費
電力
[W] ショウヒ デンリョク		使用
時間
[h] シヨウ ジカン		消費
電力量
[kWh] ショウヒ デンリョクリョウ		部屋（エリア）名 ヘヤ メイ		機器名 キキ メイ		数量 スウリョウ		消費
電力
[W] ショウヒ デンリョク		使用
時間
[h] シヨウ ジカン		消費
電力量
[kWh] ショウヒ デンリョクリョウ

														0.000												0.000

														0.000												0.000

														0.000												0.000

														0.000												0.000

														0.000												0.000

														0.000												0.000

														0.000												0.000

														0.000												0.000

														0.000												0.000

														0.000												0.000

				※適宜、行を追加すること								(あ）		0.000										(い)		0.000





		〈導入する発電設備の規模の考え方〉 ハツデンセツビ キボ カンガ カタ



















		〈本補助事業で導入する発電設備の規模〉 ホンホジョジギョウ ドウニュウ ハツデンセツビ キボ

		A. 本補助事業で導入する蓄電池の容量 チクデンチ ヨウリョウ								※上記の考え方に基づき、合理的な規模を選定すること
※本補助事業で蓄電池を導入しない場合は"0"と記入すること ジョウキ カンガ カタ モト ゴウリテキ キボ センテイ チクデンチ ドウニュウ										(う)				kWｈ



								同施設に導入済みの自家発電設備の出力
※自家発電設備が無い場合は"0"と記入すること ジカハツデンセツビ シュツリョク ナ												(え)				kW



		B. 備考（特に無ければ記載不要） ビコウ トク ナ



		(注)太陽光発電設備or太陽光以外の発電設備と定置型蓄電池＋車載型蓄電池で チュウ タイヨウコウ ハツ デン セツビ タイヨウコウ イガイ ハツデン セツビ テイチ ガタ チクデンチ シャサイ ガタ チクデンチ

		  　 車載型蓄電池から特定負荷に給電する場合の車載型蓄電池容量はこの導入量算出表を使用すること シャサイ ガタ チクデンチ ヨウリョウ ドウニュウ リョウ サンシュツ ヒョウ シヨウ





熱供給設備

				別添１－４　導入量算出表〈熱供給設備〉



				施設名： シセツメイ



				〈平時〉 ヘイジ

				A. 施設の稼働日数

						1週間の稼働日数：				日 ニチ

						1年間の稼働日数： ネン				日 ニチ





				〈導入する設備の規模の考え方〉 セツビ キボ カンガ カタ



















				〈熱供給設備を空調に使用する場合〉 ネツ キョウキュウ セツビ クウチョウ シヨウ バアイ

				A. 本補助事業で導入する熱供給設備の規模 ネツ キョウキュウ セツビ キボ						定格出力
※上記の考え方に基づき、合理的な規模を選定すること ジョウキ カンガ カタ モト ゴウリテキ キボ センテイ



																										

作成者: 単位を記入すること		B. 上記設備により熱供給を受けるエリアののべ床面積 ジョウキセツビ ウ ユカメンセキ								※面積を確認できる図面を添付し、
赤枠で囲むなどして対象エリアを明示すること メンセキ カクニン ズメン テンプ タイショウ メイジ										(あ)				m2



				C. うち災害時に使用するのべ床面積 サイガイ ジ シヨウ メンセキ						※面積を確認できる図面を添付し、
赤枠で囲むなどして対象エリアを明示すること メンセキ カクニン ズメン テンプ タイショウ メイジ												(い)				m2



				D. 災害時使用割合 サイガイ ジ シヨウ ワリアイ						(う)＝(い)÷(あ)
※災害時に使用しないエリアに供給する熱供給設備は補助対象外 サイガイジ シヨウ キョウキュウ ネツキョウキュウセツビ ホジョタイショウガイ												(う)				%





				〈熱供給設備を給湯に使用する場合〉 ネツ キョウキュウ セツビ シヨウ バアイ

				A. 本補助事業で導入する熱供給設備の規模 ネツ キョウキュウ セツビ キボ						定格出力
※上記の考え方に基づき、合理的な規模を選定すること
※「空調に使用する場合」に記入した場合は、同じ値を記入すること ジョウキ カンガ カタ モト ゴウリテキ キボ センテイ キニュウ キニュウ



																										

作成者: 単位を記入すること		B. 上記設備の給湯能力																		(え)



																										

作成者: 単位を記入すること
(え)と(お)の単位を揃えること		C. 災害時に当該施設で必要な給湯能力 サイガイジ トウガイ シセツ ヒツヨウ キュウトウ ノウリョク						※〈導入する設備の規模の考え方〉に想定される利用人数・利用時間等を記入し、災害時に必要な給湯量を算定すること ソウテイ キニュウ サイガイジ リョウ サンテイ												(お)



																										

作成者: 単位を記入すること
(え)と(お)の単位を揃えること		D. 災害時使用割合 サイガイ ジ シヨウ ワリアイ						(か)＝(お)÷(え)
※(か)の比率で補助対象経費を按分計算するなどして、
適切に算定すること ヒリツ ホジョ タイショウ ケイヒ アンブン ケイサン テキセツ サンテイ												(か)				%

				C. 備考（特に無ければ記載不要） ビコウ トク ナ






太陽光発電設備

				別添１－１　導入量算出表〈太陽光発電設備〉  （この導入量算出表を使用する場合には下記(注)を参照すること） シヨウ バアイ



				施設名： シセツメイ



				〈平時〉 ヘイジ

				A. 施設の稼働日数

						1週間の稼働日数：				日 ニチ

						1年間の稼働日数： ネン				日 ニチ





				B. 施設全体の使用電力量 シセツ ゼンタイ シヨウ デンリョク リョウ

						施設全体の年間使用電力量： ネンカン								kWh		※直近1年間、または3年間の平均の施設の年間使用電力量を記入し、
 　数値の根拠資料を添付すること カン ヘイキン ネンカン

						省エネ設備導入による
年間使用電力削減量： ネンカン サクゲン								kWh		※省エネ設備を導入しない場合は、"0"と記入すること ドウニュウ バアイ キニュウ

						省エネ設備導入後の
施設全体の年間使用電力量： ショウ ネンカン				0.0				kWh





				〈災害時〉 サイガイ ジ

				A. 特定負荷表（※災害時に使用を想定している機器を記入すること）

						昼間（●●:●●～●●:●●） ヒル カン										時間 ジカン		夜間（●●:●●～●●:●●） ヨル カン										時間 ジカン

作成者: 想定している「昼間」と「夜間」の時間帯を記入すること		×		昼間と夜間の時間の合計が24時間であるか ヒルマ ヤカン ジカン ゴウケイ ジカン

						部屋（エリア）名 ヘヤ メイ		機器名 キキ メイ		数量 スウリョウ		消費
電力
[W] ショウヒ デンリョク		使用
時間
[h] シヨウ ジカン		消費
電力量
[kWh] ショウヒ デンリョクリョウ		部屋（エリア）名 ヘヤ メイ		機器名 キキ メイ		数量 スウリョウ		消費
電力
[W] ショウヒ デンリョク		使用
時間
[h] シヨウ ジカン		消費
電力量
[kWh] ショウヒ デンリョクリョウ

																0.000				

作成者: 補助対象設備に省エネ設備が含まれる場合は、必ずリストアップすること								

作成者: 想定している「昼間」と「夜間」の時間帯を記入すること		0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

						※適宜、行を追加すること								(あ)		0.000										(い)		0.000





				〈再エネ・蓄電池の導入量の目安〉

				A. 特定負荷を賄うために必要な再エネ規模の目安 トクテイ フカ マカナ ヒツヨウ サイ キボ メヤス								(う)＝（(あ)+(い)）×365日
　　　　÷　(8,760（年間時間）×0.137（設備利用率）) ネン�� ��! ��+ 										(う)		0.0		kW

				B. 自家消費できる再エネ規模の目安 ジカ ショウヒ サイ キボ メヤス								(え)＝省エネ設備導入後の施設全体の年間使用電力量
　　　　÷　（8,760（年間時間）×0.137（設備利用率））										(え)		0.0		kW

				C. 特定負荷を賄うために必要な蓄電池容量の目安 トクテイフカ マカナ ヒツヨウ チクデンチ ヨウリョウ メヤス								(お)＝（(あ)+(い)）÷0.8（20%の充電ロス）										(お)		0.0		kWh

				D. 災害時における蓄電池の稼働必要日数 サイガイ ジ チクデンチ カドウ ヒツヨウ ニッスウ								※記入する日数が地域防災計画又は地方公共団体との協定等
と整合性が取れていることを確認すること
（特に記載がなければ、1日と記入すること） キニュウ ニッスウ セイゴウセイ ト カクニン トク キサイ ニチ キニュウ										(か)				日 ニチ

				E. 自家消費分を賄える蓄電池容量の目安 ジカ ショウヒ ブン マカナ チクデンチ ヨウリョウ メヤス								(き)＝省エネ設備導入後の施設全体の年間使用電力量
　　　　÷365日 ニチ										(き)		0.0		kWh



				F. 再エネ導入量の目安 ドウニュウ								(く)＝(う) ～ (え)						(く)		0.0		～		0.0		kW

				G. 蓄電池容量の目安 チクデンチ ヨウリョウ								(け)＝((お)×(か)) ～ (き)						(け)		0.0		～				kWh





				〈本補助事業で導入する再エネ・蓄電池の規模・容量〉 ホンホジョジギョウ ドウニュウ キボ ヨウリョウ

				A. 本補助事業で導入する再エネの規模 サイ キボ						※(く)の範囲内とすること												(こ)				kW



										(こ)の規模における年間推定発電量
※シミュレーション結果など、根拠資料を添付すること キボ ケッカ コンキョシリョウ テンプ												(さ)				kWｈ



										同施設に導入済みの再エネの規模
※新規に導入する場合は"0"と記入すること キボ												(し)				kW



				B. 本補助事業で導入する蓄電池の容量 チクデンチ ヨウリョウ						　　※(け)の範囲内とすること												(す)				kWｈ



										同施設に導入済みの自家発電設備の出力
※自家発電設備が無い場合は"0"と記入すること ジカハツデンセツビ シュツリョク ナ												(せ)				kW



				C. 備考（特に無ければ記載不要） ビコウ トク ナ



				※太陽光発電にあわせて、その他の発電設備を導入する場合は、「太陽光以外の発電設備」のシートにも記入すること



				(注)下記①～③の組合せの場合にこの導入量算出表を使用すること チュウ カキ クミアイ バアイ ドウニュウ リョウ サンシュツ ヒョウ シヨウ

				①太陽光発電設備と定置型蓄電池 テイチ ガタ チクデンチ

				②太陽光発電設備と車載型蓄電池 シャサイ

				③太陽光発電設備と定置型蓄電池+車載型蓄電池

				※③で車載型蓄電池から特定負荷に給電しない場合は定置型蓄電池のみの蓄電池容量とする トクテイ フカ キュウデン バアイ チクデンチ ヨウリョウ

				※ただし③で車載型蓄電池から特定負荷に給電する場合の車載型蓄電池容量は別添１－３を使用すること シャサイ ガタ チクデンチ ヨウリョウ ベッテン シヨウ





太陽光以外の発電設備

				別添１－２　導入量算出表〈太陽光以外の発電設備〉   （この導入量算出表を使用する場合には下記(注)を参照すること）



				施設名： シセツメイ



				〈平時〉 ヘイジ

				A. 施設の稼働日数

						1週間の稼働日数：				日 ニチ

						1年間の稼働日数： ネン				日 ニチ





				B. 施設全体の使用電力量 シセツ ゼンタイ シヨウ デンリョク リョウ

						施設全体の年間使用電力量： ネンカン								kWh		※直近1年間、または3年間の平均の施設の年間使用電力量を記入し、
 　数値の根拠資料を添付すること カン ヘイキン ネンカン

						省エネ設備導入による
年間使用電力削減量： ネンカン サクゲン								kWh		※省エネ設備を導入しない場合は、"0"と記入すること ドウニュウ バアイ キニュウ

						省エネ設備導入後の
施設全体の年間使用電力量： ショウ ネンカン				0.0				kWh





				〈災害時〉 サイガイ ジ

				A. 特定負荷表（※災害時に使用を想定している機器を記入すること）

						昼間（●●:●●～●●:●●） ヒル カン										時間 ジカン		夜間（●●:●●～●●:●●） ヨル カン										時間 ジカン

作成者: 想定している「昼間」と「夜間」の時間帯を記入すること		×		昼間と夜間の時間の合計が24時間であるか ヒルマ ヤカン ジカン ゴウケイ ジカン

						部屋（エリア）名 ヘヤ メイ		機器名 キキ メイ		数量 スウリョウ		消費
電力
[W] ショウヒ デンリョク		使用
時間
[h] シヨウ ジカン		消費
電力量
[kWh] ショウヒ デンリョクリョウ		部屋（エリア）名 ヘヤ メイ		機器名 キキ メイ		数量 スウリョウ		消費
電力
[W] ショウヒ デンリョク		使用
時間
[h] シヨウ ジカン		消費
電力量
[kWh] ショウヒ デンリョクリョウ

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

						※適宜、行を追加すること								(あ）		0.000										(い)		0.000





				〈導入する発電設備の規模の考え方〉 ハツデンセツビ キボ カンガ カタ



















				〈本補助事業で導入する発電設備の規模〉 ホンホジョジギョウ ドウニュウ ハツデンセツビ キボ

				A. 本補助事業で導入する再エネの規模 サイ キボ						※上記の考え方に基づき、合理的な規模を選定すること ジョウキ カンガ カタ モト ゴウリテキ キボ センテイ												(う)				kW



										同施設に導入済みの再エネの規模
※新規に導入する場合は"0"と記入すること キボ												(え)				kW



				B. 本補助事業で導入する蓄電池の容量 チクデンチ ヨウリョウ						※上記の考え方に基づき、合理的な規模を選定すること
※本補助事業で蓄電池を導入しない場合は"0"と記入すること ジョウキ カンガ カタ モト ゴウリテキ キボ センテイ チクデンチ ドウニュウ												(お)				kWｈ



										同施設に導入済みの自家発電設備の出力
※自家発電設備が無い場合は"0"と記入すること ジカハツデンセツビ シュツリョク ナ												(か)				kW



				C. 備考（特に無ければ記載不要） ビコウ トク ナ





				(注)下記①～③の組合せの場合にこの導入量算出表を使用すること

				①太陽光以外の発電設備と定置型蓄電池 テイチ ガタ チクデンチ

				②太陽光以外の発電設備と車載型蓄電池 シャサイ

				③太陽光以外の発電設備と定置型蓄電池+車載型蓄電池

				※③で車載型蓄電池から特定負荷に給電しない場合は定置型蓄電池のみの蓄電池容量とする トクテイ フカ キュウデン バアイ チクデンチ ヨウリョウ

				※ただし③で車載型蓄電池から特定負荷に給電する場合の車載型蓄電池容量は別添１－３を使用すること ベッテン







車載型蓄電池

		別添１－３　導入量算出表〈車載型蓄電池〉  （この導入量算出表を使用する場合には下記(注)を参照すること） シャサイ ガタ チクデンチ



		施設名： シセツメイ



		〈平時〉 ヘイジ

		A. 施設の稼働日数

				1週間の稼働日数：				　　　		日 ニチ

				1年間の稼働日数： ネン						日 ニチ





		〈災害時〉 サイガイ ジ

		A. 特定負荷表（※災害時に使用を想定している機器を記入すること）

				昼間（●●:●●～●●:●●） ヒル カン										時間 ジカン		夜間（●●:●●～●●:●●） ヨル カン										時間 ジカン

作成者: 想定している「昼間」と「夜間」の時間帯を記入すること

				部屋（エリア）名 ヘヤ メイ		機器名 キキ メイ		数量 スウリョウ		消費
電力
[W] ショウヒ デンリョク		使用
時間
[h] シヨウ ジカン		消費
電力量
[kWh] ショウヒ デンリョクリョウ		部屋（エリア）名 ヘヤ メイ		機器名 キキ メイ		数量 スウリョウ		消費
電力
[W] ショウヒ デンリョク		使用
時間
[h] シヨウ ジカン		消費
電力量
[kWh] ショウヒ デンリョクリョウ

														0.000												0.000

														0.000												0.000

														0.000												0.000

														0.000												0.000

														0.000												0.000

														0.000												0.000

														0.000												0.000

														0.000												0.000

														0.000												0.000

														0.000												0.000

				※適宜、行を追加すること								(あ）		0.000										(い)		0.000





		〈導入する発電設備の規模の考え方〉 ハツデンセツビ キボ カンガ カタ



















		〈本補助事業で導入する発電設備の規模〉 ホンホジョジギョウ ドウニュウ ハツデンセツビ キボ

		A. 本補助事業で導入する蓄電池の容量 チクデンチ ヨウリョウ								※上記の考え方に基づき、合理的な規模を選定すること
※本補助事業で蓄電池を導入しない場合は"0"と記入すること ジョウキ カンガ カタ モト ゴウリテキ キボ センテイ チクデンチ ドウニュウ										(う)				kWｈ



								同施設に導入済みの自家発電設備の出力
※自家発電設備が無い場合は"0"と記入すること ジカハツデンセツビ シュツリョク ナ												(え)				kW



		B. 備考（特に無ければ記載不要） ビコウ トク ナ



		(注)太陽光発電設備or太陽光以外の発電設備と定置型蓄電池＋車載型蓄電池で チュウ タイヨウコウ ハツ デン セツビ タイヨウコウ イガイ ハツデン セツビ テイチ ガタ チクデンチ シャサイ ガタ チクデンチ

		  　 車載型蓄電池から特定負荷に給電する場合の車載型蓄電池容量はこの導入量算出表を使用すること シャサイ ガタ チクデンチ ヨウリョウ ドウニュウ リョウ サンシュツ ヒョウ シヨウ





熱供給設備

				別添１－４　導入量算出表〈熱供給設備〉



				施設名： シセツメイ



				〈平時〉 ヘイジ

				A. 施設の稼働日数

						1週間の稼働日数：				日 ニチ

						1年間の稼働日数： ネン				日 ニチ





				〈導入する設備の規模の考え方〉 セツビ キボ カンガ カタ



















				〈熱供給設備を空調に使用する場合〉 ネツ キョウキュウ セツビ クウチョウ シヨウ バアイ

				A. 本補助事業で導入する熱供給設備の規模 ネツ キョウキュウ セツビ キボ						定格出力
※上記の考え方に基づき、合理的な規模を選定すること ジョウキ カンガ カタ モト ゴウリテキ キボ センテイ



																										

作成者: 単位を記入すること		B. 上記設備により熱供給を受けるエリアののべ床面積 ジョウキセツビ ウ ユカメンセキ								※面積を確認できる図面を添付し、
赤枠で囲むなどして対象エリアを明示すること メンセキ カクニン ズメン テンプ タイショウ メイジ										(あ)				m2



				C. うち災害時に使用するのべ床面積 サイガイ ジ シヨウ メンセキ						※面積を確認できる図面を添付し、
赤枠で囲むなどして対象エリアを明示すること メンセキ カクニン ズメン テンプ タイショウ メイジ												(い)				m2



				D. 災害時使用割合 サイガイ ジ シヨウ ワリアイ						(う)＝(い)÷(あ)
※災害時に使用しないエリアに供給する熱供給設備は補助対象外 サイガイジ シヨウ キョウキュウ ネツキョウキュウセツビ ホジョタイショウガイ												(う)				%





				〈熱供給設備を給湯に使用する場合〉 ネツ キョウキュウ セツビ シヨウ バアイ

				A. 本補助事業で導入する熱供給設備の規模 ネツ キョウキュウ セツビ キボ						定格出力
※上記の考え方に基づき、合理的な規模を選定すること
※「空調に使用する場合」に記入した場合は、同じ値を記入すること ジョウキ カンガ カタ モト ゴウリテキ キボ センテイ キニュウ キニュウ



																										

作成者: 単位を記入すること		B. 上記設備の給湯能力																		(え)



																										

作成者: 単位を記入すること
(え)と(お)の単位を揃えること		C. 災害時に当該施設で必要な給湯能力 サイガイジ トウガイ シセツ ヒツヨウ キュウトウ ノウリョク						※〈導入する設備の規模の考え方〉に想定される利用人数・利用時間等を記入し、災害時に必要な給湯量を算定すること ソウテイ キニュウ サイガイジ リョウ サンテイ												(お)



																										

作成者: 単位を記入すること
(え)と(お)の単位を揃えること		D. 災害時使用割合 サイガイ ジ シヨウ ワリアイ						(か)＝(お)÷(え)
※(か)の比率で補助対象経費を按分計算するなどして、
適切に算定すること ヒリツ ホジョ タイショウ ケイヒ アンブン ケイサン テキセツ サンテイ												(か)				%

				C. 備考（特に無ければ記載不要） ビコウ トク ナ






I.2 (18E%) R1-3BAESEHHER (EHBEZT|M (3/5)

BEs1—3 BAERHE (FHEMNEEM) CogAREHELHENT5AI0T FRIHEABBT520)
fiti 3%
(F-B)
A. FEER O B %
L ORE H 4K H
VM Ok B4 H
(S )
A, BrE AR S ER A A AEL CWAOMSRA AT AHZL)
B (00.00-00:00) BRF [ % (00 00~-00:.00) FRF[E
W 1 2 % A W%
mEEIT 4| e | BE £ i EHE |wres| EERL | BKE 75 W | EE
(W] [h] [kWh] W] [h] [kWh]
0.000 0.000

W

(RAfBY 2 TEAT DR BRI OEUR)

N HEROEL FIHESE, ARGAREARET S
AKRIERCRATOETCHORE  sormmeg comrsnlnogaroierdse O kWh

MR B A 2D [ F R B MO ) -
N EFR BRI DENME AL 0 L RATAIL A

B. % (et E i fcE) | |

(IR BR for KEELAS O B fif &L i %E&Hﬂ+ﬁﬁ@%”ﬁéﬁﬁf‘
R B LR EAMNICHRET 25 A ORI EEMA RIIZOEARRHFLHN oL




太陽光発電設備

				別添１－１　導入量算出表〈太陽光発電設備〉  （この導入量算出表を使用する場合には下記(注)を参照すること） シヨウ バアイ



				施設名： シセツメイ



				〈平時〉 ヘイジ

				A. 施設の稼働日数

						1週間の稼働日数：				日 ニチ

						1年間の稼働日数： ネン				日 ニチ





				B. 施設全体の使用電力量 シセツ ゼンタイ シヨウ デンリョク リョウ

						施設全体の年間使用電力量： ネンカン								kWh		※直近1年間、または3年間の平均の施設の年間使用電力量を記入し、
 　数値の根拠資料を添付すること カン ヘイキン ネンカン

						省エネ設備導入による
年間使用電力削減量： ネンカン サクゲン								kWh		※省エネ設備を導入しない場合は、"0"と記入すること ドウニュウ バアイ キニュウ

						省エネ設備導入後の
施設全体の年間使用電力量： ショウ ネンカン				0.0				kWh





				〈災害時〉 サイガイ ジ

				A. 特定負荷表（※災害時に使用を想定している機器を記入すること）

						昼間（●●:●●～●●:●●） ヒル カン										時間 ジカン		夜間（●●:●●～●●:●●） ヨル カン										時間 ジカン

作成者: 想定している「昼間」と「夜間」の時間帯を記入すること		×		昼間と夜間の時間の合計が24時間であるか ヒルマ ヤカン ジカン ゴウケイ ジカン

						部屋（エリア）名 ヘヤ メイ		機器名 キキ メイ		数量 スウリョウ		消費
電力
[W] ショウヒ デンリョク		使用
時間
[h] シヨウ ジカン		消費
電力量
[kWh] ショウヒ デンリョクリョウ		部屋（エリア）名 ヘヤ メイ		機器名 キキ メイ		数量 スウリョウ		消費
電力
[W] ショウヒ デンリョク		使用
時間
[h] シヨウ ジカン		消費
電力量
[kWh] ショウヒ デンリョクリョウ

																0.000				

作成者: 補助対象設備に省エネ設備が含まれる場合は、必ずリストアップすること								

作成者: 想定している「昼間」と「夜間」の時間帯を記入すること		0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

						※適宜、行を追加すること								(あ)		0.000										(い)		0.000





				〈再エネ・蓄電池の導入量の目安〉

				A. 特定負荷を賄うために必要な再エネ規模の目安 トクテイ フカ マカナ ヒツヨウ サイ キボ メヤス								(う)＝（(あ)+(い)）×365日
　　　　÷　(8,760（年間時間）×0.137（設備利用率）) ネン�� ��! ��+ 										(う)		0.0		kW

				B. 自家消費できる再エネ規模の目安 ジカ ショウヒ サイ キボ メヤス								(え)＝省エネ設備導入後の施設全体の年間使用電力量
　　　　÷　（8,760（年間時間）×0.137（設備利用率））										(え)		0.0		kW

				C. 特定負荷を賄うために必要な蓄電池容量の目安 トクテイフカ マカナ ヒツヨウ チクデンチ ヨウリョウ メヤス								(お)＝（(あ)+(い)）÷0.8（20%の充電ロス）										(お)		0.0		kWh

				D. 災害時における蓄電池の稼働必要日数 サイガイ ジ チクデンチ カドウ ヒツヨウ ニッスウ								※記入する日数が地域防災計画又は地方公共団体との協定等
と整合性が取れていることを確認すること
（特に記載がなければ、1日と記入すること） キニュウ ニッスウ セイゴウセイ ト カクニン トク キサイ ニチ キニュウ										(か)				日 ニチ

				E. 自家消費分を賄える蓄電池容量の目安 ジカ ショウヒ ブン マカナ チクデンチ ヨウリョウ メヤス								(き)＝省エネ設備導入後の施設全体の年間使用電力量
　　　　÷365日 ニチ										(き)		0.0		kWh



				F. 再エネ導入量の目安 ドウニュウ								(く)＝(う) ～ (え)						(く)		0.0		～		0.0		kW

				G. 蓄電池容量の目安 チクデンチ ヨウリョウ								(け)＝((お)×(か)) ～ (き)						(け)		0.0		～				kWh





				〈本補助事業で導入する再エネ・蓄電池の規模・容量〉 ホンホジョジギョウ ドウニュウ キボ ヨウリョウ

				A. 本補助事業で導入する再エネの規模 サイ キボ						※(く)の範囲内とすること												(こ)				kW



										(こ)の規模における年間推定発電量
※シミュレーション結果など、根拠資料を添付すること キボ ケッカ コンキョシリョウ テンプ												(さ)				kWｈ



										同施設に導入済みの再エネの規模
※新規に導入する場合は"0"と記入すること キボ												(し)				kW



				B. 本補助事業で導入する蓄電池の容量 チクデンチ ヨウリョウ						　　※(け)の範囲内とすること												(す)				kWｈ



										同施設に導入済みの自家発電設備の出力
※自家発電設備が無い場合は"0"と記入すること ジカハツデンセツビ シュツリョク ナ												(せ)				kW



				C. 備考（特に無ければ記載不要） ビコウ トク ナ



				※太陽光発電にあわせて、その他の発電設備を導入する場合は、「太陽光以外の発電設備」のシートにも記入すること



				(注)下記①～③の組合せの場合にこの導入量算出表を使用すること チュウ カキ クミアイ バアイ ドウニュウ リョウ サンシュツ ヒョウ シヨウ

				①太陽光発電設備と定置型蓄電池 テイチ ガタ チクデンチ

				②太陽光発電設備と車載型蓄電池 シャサイ

				③太陽光発電設備と定置型蓄電池+車載型蓄電池

				※③で車載型蓄電池から特定負荷に給電しない場合は定置型蓄電池のみの蓄電池容量とする トクテイ フカ キュウデン バアイ チクデンチ ヨウリョウ

				※ただし③で車載型蓄電池から特定負荷に給電する場合の車載型蓄電池容量は別添１－３を使用すること シャサイ ガタ チクデンチ ヨウリョウ ベッテン シヨウ





太陽光以外の発電設備

				別添１－２　導入量算出表〈太陽光以外の発電設備〉   （この導入量算出表を使用する場合には下記(注)を参照すること）



				施設名： シセツメイ



				〈平時〉 ヘイジ

				A. 施設の稼働日数

						1週間の稼働日数：				日 ニチ

						1年間の稼働日数： ネン				日 ニチ





				B. 施設全体の使用電力量 シセツ ゼンタイ シヨウ デンリョク リョウ

						施設全体の年間使用電力量： ネンカン								kWh		※直近1年間、または3年間の平均の施設の年間使用電力量を記入し、
 　数値の根拠資料を添付すること カン ヘイキン ネンカン

						省エネ設備導入による
年間使用電力削減量： ネンカン サクゲン								kWh		※省エネ設備を導入しない場合は、"0"と記入すること ドウニュウ バアイ キニュウ

						省エネ設備導入後の
施設全体の年間使用電力量： ショウ ネンカン				0.0				kWh





				〈災害時〉 サイガイ ジ

				A. 特定負荷表（※災害時に使用を想定している機器を記入すること）

						昼間（●●:●●～●●:●●） ヒル カン										時間 ジカン		夜間（●●:●●～●●:●●） ヨル カン										時間 ジカン

作成者: 想定している「昼間」と「夜間」の時間帯を記入すること		×		昼間と夜間の時間の合計が24時間であるか ヒルマ ヤカン ジカン ゴウケイ ジカン

						部屋（エリア）名 ヘヤ メイ		機器名 キキ メイ		数量 スウリョウ		消費
電力
[W] ショウヒ デンリョク		使用
時間
[h] シヨウ ジカン		消費
電力量
[kWh] ショウヒ デンリョクリョウ		部屋（エリア）名 ヘヤ メイ		機器名 キキ メイ		数量 スウリョウ		消費
電力
[W] ショウヒ デンリョク		使用
時間
[h] シヨウ ジカン		消費
電力量
[kWh] ショウヒ デンリョクリョウ

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

						※適宜、行を追加すること								(あ）		0.000										(い)		0.000





				〈導入する発電設備の規模の考え方〉 ハツデンセツビ キボ カンガ カタ



















				〈本補助事業で導入する発電設備の規模〉 ホンホジョジギョウ ドウニュウ ハツデンセツビ キボ

				A. 本補助事業で導入する再エネの規模 サイ キボ						※上記の考え方に基づき、合理的な規模を選定すること ジョウキ カンガ カタ モト ゴウリテキ キボ センテイ												(う)				kW



										同施設に導入済みの再エネの規模
※新規に導入する場合は"0"と記入すること キボ												(え)				kW



				B. 本補助事業で導入する蓄電池の容量 チクデンチ ヨウリョウ						※上記の考え方に基づき、合理的な規模を選定すること
※本補助事業で蓄電池を導入しない場合は"0"と記入すること ジョウキ カンガ カタ モト ゴウリテキ キボ センテイ チクデンチ ドウニュウ												(お)				kWｈ



										同施設に導入済みの自家発電設備の出力
※自家発電設備が無い場合は"0"と記入すること ジカハツデンセツビ シュツリョク ナ												(か)				kW



				C. 備考（特に無ければ記載不要） ビコウ トク ナ





				(注)下記①～③の組合せの場合にこの導入量算出表を使用すること

				①太陽光以外の発電設備と定置型蓄電池 テイチ ガタ チクデンチ

				②太陽光以外の発電設備と車載型蓄電池 シャサイ

				③太陽光以外の発電設備と定置型蓄電池+車載型蓄電池

				※③で車載型蓄電池から特定負荷に給電しない場合は定置型蓄電池のみの蓄電池容量とする トクテイ フカ キュウデン バアイ チクデンチ ヨウリョウ

				※ただし③で車載型蓄電池から特定負荷に給電する場合の車載型蓄電池容量は別添１－３を使用すること ベッテン







車載型蓄電池

		別添１－３　導入量算出表〈車載型蓄電池〉  （この導入量算出表を使用する場合には下記(注)を参照すること） シャサイ ガタ チクデンチ



		施設名： シセツメイ



		〈平時〉 ヘイジ

		A. 施設の稼働日数

				1週間の稼働日数：				　　　		日 ニチ

				1年間の稼働日数： ネン						日 ニチ





		〈災害時〉 サイガイ ジ

		A. 特定負荷表（※災害時に使用を想定している機器を記入すること）

				昼間（●●:●●～●●:●●） ヒル カン										時間 ジカン		夜間（●●:●●～●●:●●） ヨル カン										時間 ジカン

作成者: 想定している「昼間」と「夜間」の時間帯を記入すること

				部屋（エリア）名 ヘヤ メイ		機器名 キキ メイ		数量 スウリョウ		消費
電力
[W] ショウヒ デンリョク		使用
時間
[h] シヨウ ジカン		消費
電力量
[kWh] ショウヒ デンリョクリョウ		部屋（エリア）名 ヘヤ メイ		機器名 キキ メイ		数量 スウリョウ		消費
電力
[W] ショウヒ デンリョク		使用
時間
[h] シヨウ ジカン		消費
電力量
[kWh] ショウヒ デンリョクリョウ

														0.000												0.000

														0.000												0.000

														0.000												0.000

														0.000												0.000

														0.000												0.000

														0.000												0.000

														0.000												0.000

														0.000												0.000

														0.000												0.000

														0.000												0.000

				※適宜、行を追加すること								(あ）		0.000										(い)		0.000





		〈導入する発電設備の規模の考え方〉 ハツデンセツビ キボ カンガ カタ



















		〈本補助事業で導入する発電設備の規模〉 ホンホジョジギョウ ドウニュウ ハツデンセツビ キボ

		A. 本補助事業で導入する蓄電池の容量 チクデンチ ヨウリョウ								※上記の考え方に基づき、合理的な規模を選定すること
※本補助事業で蓄電池を導入しない場合は"0"と記入すること ジョウキ カンガ カタ モト ゴウリテキ キボ センテイ チクデンチ ドウニュウ										(う)				kWｈ



								同施設に導入済みの自家発電設備の出力
※自家発電設備が無い場合は"0"と記入すること ジカハツデンセツビ シュツリョク ナ												(え)				kW



		B. 備考（特に無ければ記載不要） ビコウ トク ナ



		(注)太陽光発電設備or太陽光以外の発電設備と定置型蓄電池＋車載型蓄電池で チュウ タイヨウコウ ハツ デン セツビ タイヨウコウ イガイ ハツデン セツビ テイチ ガタ チクデンチ シャサイ ガタ チクデンチ

		  　 車載型蓄電池から特定負荷に給電する場合の車載型蓄電池容量はこの導入量算出表を使用すること シャサイ ガタ チクデンチ ヨウリョウ ドウニュウ リョウ サンシュツ ヒョウ シヨウ





熱供給設備

				別添１－４　導入量算出表〈熱供給設備〉



				施設名： シセツメイ



				〈平時〉 ヘイジ

				A. 施設の稼働日数

						1週間の稼働日数：				日 ニチ

						1年間の稼働日数： ネン				日 ニチ





				〈導入する設備の規模の考え方〉 セツビ キボ カンガ カタ



















				〈熱供給設備を空調に使用する場合〉 ネツ キョウキュウ セツビ クウチョウ シヨウ バアイ

				A. 本補助事業で導入する熱供給設備の規模 ネツ キョウキュウ セツビ キボ						定格出力
※上記の考え方に基づき、合理的な規模を選定すること ジョウキ カンガ カタ モト ゴウリテキ キボ センテイ



																										

作成者: 単位を記入すること		B. 上記設備により熱供給を受けるエリアののべ床面積 ジョウキセツビ ウ ユカメンセキ								※面積を確認できる図面を添付し、
赤枠で囲むなどして対象エリアを明示すること メンセキ カクニン ズメン テンプ タイショウ メイジ										(あ)				m2



				C. うち災害時に使用するのべ床面積 サイガイ ジ シヨウ メンセキ						※面積を確認できる図面を添付し、
赤枠で囲むなどして対象エリアを明示すること メンセキ カクニン ズメン テンプ タイショウ メイジ												(い)				m2



				D. 災害時使用割合 サイガイ ジ シヨウ ワリアイ						(う)＝(い)÷(あ)
※災害時に使用しないエリアに供給する熱供給設備は補助対象外 サイガイジ シヨウ キョウキュウ ネツキョウキュウセツビ ホジョタイショウガイ												(う)				%





				〈熱供給設備を給湯に使用する場合〉 ネツ キョウキュウ セツビ シヨウ バアイ

				A. 本補助事業で導入する熱供給設備の規模 ネツ キョウキュウ セツビ キボ						定格出力
※上記の考え方に基づき、合理的な規模を選定すること
※「空調に使用する場合」に記入した場合は、同じ値を記入すること ジョウキ カンガ カタ モト ゴウリテキ キボ センテイ キニュウ キニュウ



																										

作成者: 単位を記入すること		B. 上記設備の給湯能力																		(え)



																										

作成者: 単位を記入すること
(え)と(お)の単位を揃えること		C. 災害時に当該施設で必要な給湯能力 サイガイジ トウガイ シセツ ヒツヨウ キュウトウ ノウリョク						※〈導入する設備の規模の考え方〉に想定される利用人数・利用時間等を記入し、災害時に必要な給湯量を算定すること ソウテイ キニュウ サイガイジ リョウ サンテイ												(お)



																										

作成者: 単位を記入すること
(え)と(お)の単位を揃えること		D. 災害時使用割合 サイガイ ジ シヨウ ワリアイ						(か)＝(お)÷(え)
※(か)の比率で補助対象経費を按分計算するなどして、
適切に算定すること ヒリツ ホジョ タイショウ ケイヒ アンブン ケイサン テキセツ サンテイ												(か)				%

				C. 備考（特に無ければ記載不要） ビコウ トク ナ






太陽光発電設備

				別添１－１　導入量算出表〈太陽光発電設備〉  （この導入量算出表を使用する場合には下記(注)を参照すること） シヨウ バアイ



				施設名： シセツメイ



				〈平時〉 ヘイジ

				A. 施設の稼働日数

						1週間の稼働日数：				日 ニチ

						1年間の稼働日数： ネン				日 ニチ





				B. 施設全体の使用電力量 シセツ ゼンタイ シヨウ デンリョク リョウ

						施設全体の年間使用電力量： ネンカン								kWh		※直近1年間、または3年間の平均の施設の年間使用電力量を記入し、
 　数値の根拠資料を添付すること カン ヘイキン ネンカン

						省エネ設備導入による
年間使用電力削減量： ネンカン サクゲン								kWh		※省エネ設備を導入しない場合は、"0"と記入すること ドウニュウ バアイ キニュウ

						省エネ設備導入後の
施設全体の年間使用電力量： ショウ ネンカン				0.0				kWh





				〈災害時〉 サイガイ ジ

				A. 特定負荷表（※災害時に使用を想定している機器を記入すること）

						昼間（●●:●●～●●:●●） ヒル カン										時間 ジカン		夜間（●●:●●～●●:●●） ヨル カン										時間 ジカン

作成者: 想定している「昼間」と「夜間」の時間帯を記入すること		×		昼間と夜間の時間の合計が24時間であるか ヒルマ ヤカン ジカン ゴウケイ ジカン

						部屋（エリア）名 ヘヤ メイ		機器名 キキ メイ		数量 スウリョウ		消費
電力
[W] ショウヒ デンリョク		使用
時間
[h] シヨウ ジカン		消費
電力量
[kWh] ショウヒ デンリョクリョウ		部屋（エリア）名 ヘヤ メイ		機器名 キキ メイ		数量 スウリョウ		消費
電力
[W] ショウヒ デンリョク		使用
時間
[h] シヨウ ジカン		消費
電力量
[kWh] ショウヒ デンリョクリョウ

																0.000				

作成者: 補助対象設備に省エネ設備が含まれる場合は、必ずリストアップすること								

作成者: 想定している「昼間」と「夜間」の時間帯を記入すること		0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

						※適宜、行を追加すること								(あ)		0.000										(い)		0.000





				〈再エネ・蓄電池の導入量の目安〉

				A. 特定負荷を賄うために必要な再エネ規模の目安 トクテイ フカ マカナ ヒツヨウ サイ キボ メヤス								(う)＝（(あ)+(い)）×365日
　　　　÷　(8,760（年間時間）×0.137（設備利用率）) ネン�� ��! ��+ 										(う)		0.0		kW

				B. 自家消費できる再エネ規模の目安 ジカ ショウヒ サイ キボ メヤス								(え)＝省エネ設備導入後の施設全体の年間使用電力量
　　　　÷　（8,760（年間時間）×0.137（設備利用率））										(え)		0.0		kW

				C. 特定負荷を賄うために必要な蓄電池容量の目安 トクテイフカ マカナ ヒツヨウ チクデンチ ヨウリョウ メヤス								(お)＝（(あ)+(い)）÷0.8（20%の充電ロス）										(お)		0.0		kWh

				D. 災害時における蓄電池の稼働必要日数 サイガイ ジ チクデンチ カドウ ヒツヨウ ニッスウ								※記入する日数が地域防災計画又は地方公共団体との協定等
と整合性が取れていることを確認すること
（特に記載がなければ、1日と記入すること） キニュウ ニッスウ セイゴウセイ ト カクニン トク キサイ ニチ キニュウ										(か)				日 ニチ

				E. 自家消費分を賄える蓄電池容量の目安 ジカ ショウヒ ブン マカナ チクデンチ ヨウリョウ メヤス								(き)＝省エネ設備導入後の施設全体の年間使用電力量
　　　　÷365日 ニチ										(き)		0.0		kWh



				F. 再エネ導入量の目安 ドウニュウ								(く)＝(う) ～ (え)						(く)		0.0		～		0.0		kW

				G. 蓄電池容量の目安 チクデンチ ヨウリョウ								(け)＝((お)×(か)) ～ (き)						(け)		0.0		～				kWh





				〈本補助事業で導入する再エネ・蓄電池の規模・容量〉 ホンホジョジギョウ ドウニュウ キボ ヨウリョウ

				A. 本補助事業で導入する再エネの規模 サイ キボ						※(く)の範囲内とすること												(こ)				kW



										(こ)の規模における年間推定発電量
※シミュレーション結果など、根拠資料を添付すること キボ ケッカ コンキョシリョウ テンプ												(さ)				kWｈ



										同施設に導入済みの再エネの規模
※新規に導入する場合は"0"と記入すること キボ												(し)				kW



				B. 本補助事業で導入する蓄電池の容量 チクデンチ ヨウリョウ						　　※(け)の範囲内とすること												(す)				kWｈ



										同施設に導入済みの自家発電設備の出力
※自家発電設備が無い場合は"0"と記入すること ジカハツデンセツビ シュツリョク ナ												(せ)				kW



				C. 備考（特に無ければ記載不要） ビコウ トク ナ



				※太陽光発電にあわせて、その他の発電設備を導入する場合は、「太陽光以外の発電設備」のシートにも記入すること



				(注)下記①～③の組合せの場合にこの導入量算出表を使用すること チュウ カキ クミアイ バアイ ドウニュウ リョウ サンシュツ ヒョウ シヨウ

				①太陽光発電設備と定置型蓄電池 テイチ ガタ チクデンチ

				②太陽光発電設備と車載型蓄電池 シャサイ

				③太陽光発電設備と定置型蓄電池+車載型蓄電池

				※③で車載型蓄電池から特定負荷に給電しない場合は定置型蓄電池のみの蓄電池容量とする トクテイ フカ キュウデン バアイ チクデンチ ヨウリョウ

				※ただし③で車載型蓄電池から特定負荷に給電する場合の車載型蓄電池容量は別添１－３を使用すること シャサイ ガタ チクデンチ ヨウリョウ ベッテン シヨウ





太陽光以外の発電設備

				別添１－２　導入量算出表〈太陽光以外の発電設備〉   （この導入量算出表を使用する場合には下記(注)を参照すること）



				施設名： シセツメイ



				〈平時〉 ヘイジ

				A. 施設の稼働日数

						1週間の稼働日数：				日 ニチ

						1年間の稼働日数： ネン				日 ニチ





				B. 施設全体の使用電力量 シセツ ゼンタイ シヨウ デンリョク リョウ

						施設全体の年間使用電力量： ネンカン								kWh		※直近1年間、または3年間の平均の施設の年間使用電力量を記入し、
 　数値の根拠資料を添付すること カン ヘイキン ネンカン

						省エネ設備導入による
年間使用電力削減量： ネンカン サクゲン								kWh		※省エネ設備を導入しない場合は、"0"と記入すること ドウニュウ バアイ キニュウ

						省エネ設備導入後の
施設全体の年間使用電力量： ショウ ネンカン				0.0				kWh





				〈災害時〉 サイガイ ジ

				A. 特定負荷表（※災害時に使用を想定している機器を記入すること）

						昼間（●●:●●～●●:●●） ヒル カン										時間 ジカン		夜間（●●:●●～●●:●●） ヨル カン										時間 ジカン

作成者: 想定している「昼間」と「夜間」の時間帯を記入すること		×		昼間と夜間の時間の合計が24時間であるか ヒルマ ヤカン ジカン ゴウケイ ジカン

						部屋（エリア）名 ヘヤ メイ		機器名 キキ メイ		数量 スウリョウ		消費
電力
[W] ショウヒ デンリョク		使用
時間
[h] シヨウ ジカン		消費
電力量
[kWh] ショウヒ デンリョクリョウ		部屋（エリア）名 ヘヤ メイ		機器名 キキ メイ		数量 スウリョウ		消費
電力
[W] ショウヒ デンリョク		使用
時間
[h] シヨウ ジカン		消費
電力量
[kWh] ショウヒ デンリョクリョウ

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

																0.000												0.000

						※適宜、行を追加すること								(あ）		0.000										(い)		0.000





				〈導入する発電設備の規模の考え方〉 ハツデンセツビ キボ カンガ カタ



















				〈本補助事業で導入する発電設備の規模〉 ホンホジョジギョウ ドウニュウ ハツデンセツビ キボ

				A. 本補助事業で導入する再エネの規模 サイ キボ						※上記の考え方に基づき、合理的な規模を選定すること ジョウキ カンガ カタ モト ゴウリテキ キボ センテイ												(う)				kW



										同施設に導入済みの再エネの規模
※新規に導入する場合は"0"と記入すること キボ												(え)				kW



				B. 本補助事業で導入する蓄電池の容量 チクデンチ ヨウリョウ						※上記の考え方に基づき、合理的な規模を選定すること
※本補助事業で蓄電池を導入しない場合は"0"と記入すること ジョウキ カンガ カタ モト ゴウリテキ キボ センテイ チクデンチ ドウニュウ												(お)				kWｈ



										同施設に導入済みの自家発電設備の出力
※自家発電設備が無い場合は"0"と記入すること ジカハツデンセツビ シュツリョク ナ												(か)				kW



				C. 備考（特に無ければ記載不要） ビコウ トク ナ





				(注)下記①～③の組合せの場合にこの導入量算出表を使用すること

				①太陽光以外の発電設備と定置型蓄電池 テイチ ガタ チクデンチ

				②太陽光以外の発電設備と車載型蓄電池 シャサイ

				③太陽光以外の発電設備と定置型蓄電池+車載型蓄電池

				※③で車載型蓄電池から特定負荷に給電しない場合は定置型蓄電池のみの蓄電池容量とする トクテイ フカ キュウデン バアイ チクデンチ ヨウリョウ

				※ただし③で車載型蓄電池から特定負荷に給電する場合の車載型蓄電池容量は別添１－３を使用すること ベッテン







車載型蓄電池

		別添１－３　導入量算出表〈車載型蓄電池〉  （この導入量算出表を使用する場合には下記(注)を参照すること） シャサイ ガタ チクデンチ



		施設名： シセツメイ



		〈平時〉 ヘイジ

		A. 施設の稼働日数

				1週間の稼働日数：				　　　		日 ニチ

				1年間の稼働日数： ネン						日 ニチ





		〈災害時〉 サイガイ ジ

		A. 特定負荷表（※災害時に使用を想定している機器を記入すること）

				昼間（●●:●●～●●:●●） ヒル カン										時間 ジカン		夜間（●●:●●～●●:●●） ヨル カン										時間 ジカン

作成者: 想定している「昼間」と「夜間」の時間帯を記入すること

				部屋（エリア）名 ヘヤ メイ		機器名 キキ メイ		数量 スウリョウ		消費
電力
[W] ショウヒ デンリョク		使用
時間
[h] シヨウ ジカン		消費
電力量
[kWh] ショウヒ デンリョクリョウ		部屋（エリア）名 ヘヤ メイ		機器名 キキ メイ		数量 スウリョウ		消費
電力
[W] ショウヒ デンリョク		使用
時間
[h] シヨウ ジカン		消費
電力量
[kWh] ショウヒ デンリョクリョウ

														0.000												0.000

														0.000												0.000

														0.000												0.000

														0.000												0.000

														0.000												0.000

														0.000												0.000

														0.000												0.000

														0.000												0.000

														0.000												0.000

														0.000												0.000

				※適宜、行を追加すること								(あ）		0.000										(い)		0.000





		〈導入する発電設備の規模の考え方〉 ハツデンセツビ キボ カンガ カタ



















		〈本補助事業で導入する発電設備の規模〉 ホンホジョジギョウ ドウニュウ ハツデンセツビ キボ

		A. 本補助事業で導入する蓄電池の容量 チクデンチ ヨウリョウ								※上記の考え方に基づき、合理的な規模を選定すること
※本補助事業で蓄電池を導入しない場合は"0"と記入すること ジョウキ カンガ カタ モト ゴウリテキ キボ センテイ チクデンチ ドウニュウ										(う)				kWｈ



								同施設に導入済みの自家発電設備の出力
※自家発電設備が無い場合は"0"と記入すること ジカハツデンセツビ シュツリョク ナ												(え)				kW



		B. 備考（特に無ければ記載不要） ビコウ トク ナ



		(注)太陽光発電設備or太陽光以外の発電設備と定置型蓄電池＋車載型蓄電池で チュウ タイヨウコウ ハツ デン セツビ タイヨウコウ イガイ ハツデン セツビ テイチ ガタ チクデンチ シャサイ ガタ チクデンチ

		  　 車載型蓄電池から特定負荷に給電する場合の車載型蓄電池容量はこの導入量算出表を使用すること シャサイ ガタ チクデンチ ヨウリョウ ドウニュウ リョウ サンシュツ ヒョウ シヨウ





熱供給設備

				別添１－４　導入量算出表〈熱供給設備〉



				施設名： シセツメイ



				〈平時〉 ヘイジ

				A. 施設の稼働日数

						1週間の稼働日数：				日 ニチ

						1年間の稼働日数： ネン				日 ニチ





				〈導入する設備の規模の考え方〉 セツビ キボ カンガ カタ



















				〈熱供給設備を空調に使用する場合〉 ネツ キョウキュウ セツビ クウチョウ シヨウ バアイ

				A. 本補助事業で導入する熱供給設備の規模 ネツ キョウキュウ セツビ キボ						定格出力
※上記の考え方に基づき、合理的な規模を選定すること ジョウキ カンガ カタ モト ゴウリテキ キボ センテイ



																										

作成者: 単位を記入すること		B. 上記設備により熱供給を受けるエリアののべ床面積 ジョウキセツビ ウ ユカメンセキ								※面積を確認できる図面を添付し、
赤枠で囲むなどして対象エリアを明示すること メンセキ カクニン ズメン テンプ タイショウ メイジ										(あ)				m2



				C. うち災害時に使用するのべ床面積 サイガイ ジ シヨウ メンセキ						※面積を確認できる図面を添付し、
赤枠で囲むなどして対象エリアを明示すること メンセキ カクニン ズメン テンプ タイショウ メイジ												(い)				m2



				D. 災害時使用割合 サイガイ ジ シヨウ ワリアイ						(う)＝(い)÷(あ)
※災害時に使用しないエリアに供給する熱供給設備は補助対象外 サイガイジ シヨウ キョウキュウ ネツキョウキュウセツビ ホジョタイショウガイ												(う)				%





				〈熱供給設備を給湯に使用する場合〉 ネツ キョウキュウ セツビ シヨウ バアイ

				A. 本補助事業で導入する熱供給設備の規模 ネツ キョウキュウ セツビ キボ						定格出力
※上記の考え方に基づき、合理的な規模を選定すること
※「空調に使用する場合」に記入した場合は、同じ値を記入すること ジョウキ カンガ カタ モト ゴウリテキ キボ センテイ キニュウ キニュウ



																										

作成者: 単位を記入すること		B. 上記設備の給湯能力																		(え)



																										

作成者: 単位を記入すること
(え)と(お)の単位を揃えること		C. 災害時に当該施設で必要な給湯能力 サイガイジ トウガイ シセツ ヒツヨウ キュウトウ ノウリョク						※〈導入する設備の規模の考え方〉に想定される利用人数・利用時間等を記入し、災害時に必要な給湯量を算定すること ソウテイ キニュウ サイガイジ リョウ サンテイ												(お)



																										

作成者: 単位を記入すること
(え)と(お)の単位を揃えること		D. 災害時使用割合 サイガイ ジ シヨウ ワリアイ						(か)＝(お)÷(え)
※(か)の比率で補助対象経費を按分計算するなどして、
適切に算定すること ヒリツ ホジョ タイショウ ケイヒ アンブン ケイサン テキセツ サンテイ												(か)				%

				C. 備考（特に無ければ記載不要） ビコウ トク ナ
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